
 

 

  

● 企画展「ヒロシマを伝えた外国人たち」･･････1 面 

● 
 
● 

レファレンス・ブックについて･･････････････2 面 
 
ご存知ですか？図書館ボランティアさん･･････2 面 
 

● 平成１７年度・広島市図書館データ･･････････3 面 

● みんなの図書をたいせつにしましょう････････3面 

● 分野別リクエストベスト５･･････････････････4 面 

● 利用案内・休館日のお知らせ････････････････４面 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
 
 

 

 

 

 

 
                            

企画展 
「ヒロシマを伝えた

外国人たち」 
期間：７月１５日（土）～８月３１日（木） 
会場：広島市立中央図書館 ２階展示ホール 

 

今年も夏がめぐってきます。毎年中央図書館では、平和意識の高揚と被爆体験の継承のため、

被爆に関する企画展を開催しています。 
今年は「ヒロシマを伝えた外国人たち」と題する企画展を行います。 
なお、８月６日は展示ホール部分を特別開館します。 

一口に「ヒロシマを伝えた外国人たち」と言っても、その人たちが生きた時代や立場も様々です。この

言葉で、まず思いうかべるのは、マルセル・ジュノーではないでしょうか。彼はスイス人で、赤十字の代

表として１９４５年（昭和２０年）８月来日し、被爆者の惨状を知り、直ちにＧＨＱ（連合国軍最高司令

官総司令部）と交渉し、１５トンの医薬品を送らせました。 
１９９６年(平成 8 年)世界遺産に登録された原爆ドーム（当初「広島県物産陳列館」）を設計したヤン・

レツルは、１８８０年（明治１６年）にチェコスロバキアで生まれ、１９２５年（大正１４年）にプラハ

で亡くなっています。レツルは、死後、図らずも、自身が設計した建造物が全世界に、そして未来にまで

も「ヒロシマ」を語り続ける役目を担うことになったのです。 
身をもって「ヒロシマを伝える」結果となった外国人被爆者をはじめ、思想家、歴史家、芸術家、平和

運動家、科学者、文学者、ジャーナリスト、その他多様な職業の人たちが、時空を超えて、「ヒロシマ」

と関わり、「ヒロシマ」を伝え、世界唯一の被爆国・日本の体験を、人類の教訓に高める活動を続けてき

ました。さまざまな外国人によるこれまでの苦闘や思索の跡をたどり直し、再確認することで、平和を希

求する人類共通の願いを次代へ手渡しできればと願っています。 



レファレンス・ブックについて 
日常生活でふとした疑問がわいたとき、その疑問を解決してくれる便利な道具（トゥール）であるレ

ファレンス・ブックについて紹介します。レファレンス・ブックとは一体、なんでしょうか？ 

レファレンス・ブック（reference book)…資料相談に回答を出す、あるいは検索援助を行うために

使用される図書。辞書、百科事典、年鑑、統計、便覧などの他、書誌目録、索引などの資料をいいます。

レファレンストゥール(reference tool)ともいわれています。本は「読むための本」と「調べるための

本」がありますが、「調べるための本」がレファレンス・ブックです。 

① 人に聞く          

② インターネットで調べる 

③ 文献で調べる       など… 

                     手段        ↓ 

                           レファレンス・ブックが活躍！! 

「調べもの」には、速報性に優れるインターネットが便利ですが、膨大な情報の中から求める情報を選択するのはたいへ

んで、検索の結果、概要しか記述されていない場合もあります。逆にレファレンスブックの方があっさり求める情報にたど

り着け、また、詳細に記述されている場合もあります。 

 調べる内容に応じて、レファレンストゥールそれぞれの特性を生かして、調べものをするのに役立ててはいかがですか。 

【レファレンスブックの具体例】 

●有名な格言や引用句の意味を調べる→ことわざ辞典・名句辞典  ●日本語の語源、用例を調べる→国語辞典・漢和辞典 

●事件の発生や経緯、その結末を調べる→歴史便覧・年表・総合年鑑・世相史・新聞集成 

 

 

 広島市の図書館は、多様化する生涯学習ニーズに応えるため、市民のみなさんにボランティア活動の

場として図書館を提供しています。 

 中央図書館で「図書館ボランティア」という名札を胸に付けたエプロン姿の方が、書架の整理をされ

たり、リストを手に本を探していたりするのを目にされたことはありませんか？ 

 図書館ボランティアさんたちは、書棚の整理、本の企画展示等、それぞれ得意な分野や興味のある分

野を選び、自分の都合のよい時間に活動されています。 

 現在、約３０名が活動されていますが、活動歴８年目のベテランの方から、今年４月から参加された

方まで様々です。２０代から７０代の幅広い年齢層の“本が好き”という共通点で結ばれた人たちです。 

 ７月下旬の中央図書館自由閲覧室のミニ展示など、今後、ますます活動の場を広げていきます。 

 

 ――広島市の図書館では、上記「図書館ボランティア」さんのほかに、目的に応じて様々、 

な場面でボランティアさんに活動していただいております。 

対面朗読ボランティア（視覚障害者の方への本の朗読サービス）、点訳ボランティア（視覚 

障害者の方に貸出すカセットテープの点訳）、ともはと号や地域文庫での世話人ボランティア、 

読み聞かせボランティア（こども図書館、区図書館等で乳幼児を対象にした絵本の読み聞かせ 

等の行事）、また、リサイクルフェア等、催し物の開催準備に携わられる方々もおられますの 

で、感謝の気持ちをこめて、紹介させていただきます。 

 

★ ☆★こんなことが知りたいとき、どのレファレンス・ブック？★☆★ 

 

 

人物・雑誌記事・こ

とばの読み方・その

他いろいろな事項

を調べたい！！ 



 

■ ■ 貸  出 ■ ■ ■   過去最高の冊数！  

 総 冊 数  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４，３９３，７９７ 冊 

   ●市民一人当たりに換算すると、３．８冊になります。  

 登 録 者 数  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２７１，６９１ 人 

   ●市民の約4人に1人の方が登録されています。  

■ ■ 蔵 書 数■ ■ ■   

蔵 書 総 数 （平成１8年３月末現在）・・・・・・・・・ １，９４９，９７３ 冊 

   ● 市民一人当たりに換算すると、約１．７冊ということになります。 

前年度(１，８８６，４６９冊)から１．８％増加しました。 

 

■ ■ 資料相談■ ■ ■     

 総 件 数  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３６，９９４ 件 

   ●最高は８月の１４，４４６件でした。   

■ ■ 予  約 ■ ■ ■    

 総 件 数  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７８４，８８６ 件 

   ● 前年度(４５９，６０１件)から７０．８％もの大幅な増加となりました。 

これは、新コンピュータシステムの導入によって、お手軽に図書予約が

できるようになった効果といえるでしょう。 

 

 

広島市の人口：１，1５４，１６９人（平成１８年３月末現在） 

 

近頃、返却される図書のうちで、ページが破れているもの、折り曲げられている

もの、落書きがあるものなどが見られることがあります。 

このような状態（人間に置きかえると「ケガ」をした状態）の図書は、修理をす

るために一時的に貸出ができなくなります。 

図書館の図書は、みなさんの共有のものです。  

次に借りられる方が気持ちよく読めるよう、 

丁寧に図書を取り扱うようにしてください。 

(本が泣いています…） 

 

なお、返却される図書に、ときどき、ご自分の私物(書類、カード類など)が紛れていることが 

ありますので、返却前に再度確認してください。 

 

平成１７年１月より広島市立図書館のコンピュータシステムが新しくなり、ホームページ、パソコ

ン、携帯電話からも図書の予約ができるようになったことから、貸出冊数や予約件数が前年度よりも

大幅に増えています。 



 
 
  

■中央図書館・各区図書館 

開 館 時 間 

火～金   午前９時～午後７時 

土・日・祝 午前９時～午後５時 

■佐伯区図書館湯来河野閲覧室 

開 館 時 間 

火～金   午前９時～午後６時 

土・日・祝 午前１０時～午後５時 

■こども図書館 

開 館 時 間 

火～日 午前９時～午後５時 

 

■まんが図書館・あさ閲覧室 

開 館 時 間 

火～日 午前１０時～午後５時 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休 館 日 

毎週月曜日 

国民の祝日の翌日(ただし土・日・月曜日とかさなるときは、その直後の平日) 

図書整理日（毎月（１２月を除く）末日。ただし土・日・月曜日のときは直前の金曜日、 

また 8 月の月末整理日は 9 月 1 日とします） 

８月６日（平和記念日） 

年末年始（12 月２９日～１月４日） 

特別整理期間 

 

７ 月 ８ 月 ９ 月 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

      1   1 2 3 4 5      1 2 

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9 

9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16 

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23 

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 31   24 25 26 27 28 29 30 

30 31      

 

       

 

       

□ 休館日 

＞＞＞＞特別整理期間のお知らせ 特別整理期間中、図書館は臨時休館します。 

※安佐北区図書館 9 月２２日(金)～９月２９日(金)     ※安芸区図書館 9 月２９日(金)～10 月５日(木)    

※まんが図書館あさ閲覧室 9 月２９日(金)～10 月５日(木) 

 Hiroshima Central City Library 代 表 ０８２（２２２）５５４２ 

 ㈶広島市文化財団  中央図書館  本の照会・相談専用 ０８２（２２２）６４４０ 

〒730-0011  広島市中区基町 3-1 ＦＡＸ    ０８２（２２２）５５４５  
http://www.library.city.hiroshima.jp/ （携帯電話は後ろに「ｍ/」をつける） 

                                                                       

No.２90 号（通巻 50６号）  200６年 7 月 1 日   

 

 【児童書】   

1 ハリー・ポッターと謎のプリンス 上    Ｊ．Ｋ．ローリング／作   静山社 

2  ハリー・ポッターと謎のプリンス 下 Ｊ．Ｋ．ローリング／作 静山社  
3 都会(まち)のトム＆ソーヤ ４ はやみね かおる／著 講談社  
4 ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団 下 Ｊ．Ｋ．ローリング／作  静山社  
5  ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団 上  Ｊ．Ｋ．ローリング／作   静山社 

 

    

【一般書】    【まんが】   

1  秋の森の奇跡 林 真理子／著  小学館 １ きょうの猫村さん ２  ほし よりこ／著  マガジンハウス 

2  陰日向に咲く 劇団ひとり／著  幻冬舎  ２ Ｄｒ．コトー診療所 １９ 山田 貴敏／著  小学館 

3 愛の流刑地 上   渡辺 淳一／著  幻冬舎  ３  フルーツバスケット ２０ 高屋 奈月／著  白泉社 

4 愛の流刑地 下  渡辺 淳一／著   幻冬舎 ４  Ｄｅａｔｈ ｎｏｔｅ １  小幡 健／漫画  集英社 

5 ダ・ヴィンチ･コード  上 ダン・ブラウン／著  角川書店 ５  Ｄｅａｔｈ ｎｏｔｅ ２ 小幡 健／漫画  集英社  

広島市立図書館で貸出予約の多い本を紹介

します。（過去３０日間の集計です。）みなさ

んのお手元に届くまで少しお時間をいただく

ようですが、楽しみにお待ちください。 

なお、これらの本をすでに読まれ、不用に

なった方は市立図書館へご寄贈いただければ

幸いです。 




